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２
月
１
９
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
東
京
駅
発

７
時
３
５
分
の
快
速
電
車
に
、
各
々
東
京
駅
、

新
木
場
駅
な
ど
か
ら
乗
車
。
蘇
我
駅
に
８
時
１

７
分
着
。
８
時
３
１
分
発
の
内
房
線
木
更
津
行

き
に
乗
り
換
え
る
。 

 

五
井
駅
に
８
時
４
１
分
着
。
こ
こ
で
小
湊
鉄

道
単
線
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
列
車
に
乗
り
換
え
る
。 

８
時
５
２
分
発
の
上
総
中
野
行
き
に
乗
車
。

ホ
ー
ム
に
着
く
と
ち
ょ
う
ど
車
両
を
切
り
離

し
た
と
こ
ろ
で
、
一
両
で
の
出
発
だ
。
改
札
で

は
昔
な
が
ら
の
切
符
を
売
っ
て
い
る
が
、
今
は

や
り
の
モ
バ
イ
ル
チ
ケ
ッ
ト
も
や
っ
て
い
て
、

ス
マ
ホ
で
ピ
ッ
と
か
ざ
し
て
乗
り
降
り
で
き

る
。
車
内
で
は
、
車
掌
さ
ん
が
キ
ッ
プ
の
販
売

も
や
っ
て
い
た
。 

 

さ
て
、
ゴ
ト
ゴ
ト
ゴ
ー
ゴ
ー
と
音
を
立
て
な

が
ら
左
右
に
揺
れ
て
倒
れ
そ
う
？
な
車
両
は

広
々
と
し
た
田
園
風
景
の
中
を
進
ん
で
ゆ
く
。

こ
れ
だ
け
で
十
分
楽
し
い
旅
だ
。
耳
慣
れ
な
い

か
わ
っ
た
駅
名
の
駅
に
い
く
つ
も
停
車
し
て

ロ
ー
カ
ル
列
車
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
車
窓
か

ら
は
だ
ん
だ
ん
山
が
見
え
て
き
て
渓
谷
の
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

１
０
時
２
分
、
養
老
渓
谷
駅
に
到
着
。
今
日

は
低
気
圧
の
影
響
が
あ
る
ら
し
く
。
改
札
を
出

る
と
突
風
が
吹
い
て
駅
の
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
駅
前
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
下
車
し

た
乗
客
が
拾
っ
て
駅
員
に
渡
す
。 

 

駅
前
に
停
ま
っ
て
い
た
粟
又
行
き
の
バ
ス

に
乗
り
込
む
。
途
中
か
ら
一
人
乗
車
は
し
た
が
、

１
０
人
で
貸
し
切
り
の
バ
ス
は
１
０
時
１
５

分
出
発
。 

昭
和
の
里
山
の
よ
う
な
景
色
が
続
い
て
い

る
。
少
し
さ
び
れ
た
温
泉
街
を
通
過
す
る
。
右

に
は
赤
い
太
鼓
橋
が
二
つ
連
な
っ
た
観
音
橋

が
見
え
る
。
下
見
の
時
に
行
っ
た
が
こ
れ
を
渡

る
と
山
道
に
な
り
、
少
し
下
る
と
小
さ
な
ト
ン

ネ
ル
を
く
ぐ
る
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
坂
道
を

登
る
と
開
け
た
と
こ
ろ
に
出
世
観
音
が
あ
る
。

景
色
の
良
い
山
の
上
の
観
音
だ
。
養
老
山
立
国

寺
と
い
う
ら
し
い
。 

 

１
０
時
３
０
分
頃
、
養
老
渓
谷
バ
ス
停
を
過

ぎ
た
次
の
バ
ス
停
で
下
車
。
少
し
戻
る
と
有
料

駐
車
場
が
あ
り
立
派
な
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
る
。

身
支
度
を
整
え
、
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

１
０
時
５
０
分
、
バ
ス
の
来
た
方
向
に
戻
る

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
５
９
号 

２
０
２
３
年 

３
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

岩
岳
さ
ん
追
悼

、
養
老
渓
谷
に
１
０
人
！ 

渓
谷
を
歩
き

、
滝
の
前
で
昼
食

。「

ご
り
や
く
の
湯

」
も
満
喫

。 

を
を
コ
ー
ス
で
乗
り
切
る
！ 

、
し
駅
前
で
打
ち
上
げ
！ 

、
の
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
風
は
さ
わ
や
か
だ
っ
た

。 
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よ
う
に
歩
き
だ

す
。
風
が
強
く
竹

や
木
々
が
大
き

く
な
び
い
て
い

る
。
昼
食
会
場
の

滝
の
前
は
大
丈

夫
か
と
不
安
に

な
る
。
「
粟
又
の

滝
周
辺
水
難
事

故
注
意
」
の
立
て

看
板
が
あ
る
。 

 

１
０
時
５
３
分
、
バ
ス
通
り
の
粟
又
橋
を
渡

る
。
下
を
流
れ
る
川
の
左
側
の
少
し
先
は
粟
又

の
滝
だ
。 

 

１
０
時
５
８
分
、
右
側
に
秘
湯
の
湯
「
滝
見

苑
」
が
現
れ
る
。
立
派
な
ホ
テ
ル
の
よ
う
だ
。

帰
り
に
立
ち
寄
る
予
定
の
「
ご
り
や
く
の
湯
」

は
こ
の
ホ
テ
ル
の
経
営
だ
そ
う
だ
。
左
側
が
粟

又
の
滝
バ
ス
停
。
す
ぐ
に
左
側
に
滝
の
入
り
口

が
出
て
く
る
。
粟
又
の
滝
自
然
遊
歩
道
入
口
の

看
板
が
あ
る
。
そ
の
下
に
は
滝
め
ぐ
り
コ
ー
ス

と
あ
り
、
上
総
養
老
の
滝
（
粟
又
の
滝
）
２
０

０
ｍ
、
千
代
の
滝
１
キ
ロ
、
万
代
の
滝
１
，
３

キ
ロ
な
ど
と
案
内
が
あ
る
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁

止
の
看
板
も
あ
る
。 

左
に
回
り
込
む
よ
う
に
下
っ
て
ゆ
く
、
割
と

急
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
坂
道
だ
。
最
後
は
少
し

急
な
階
段
に
な
り
渓
谷
の
川
べ
り
に
到
着
。
左

側
に
進
む
と
目
の
前
に
滝
が
見
え
る
。
大
き
な

岩
を
緩
や
か
に
滑
り
落
ち
る
上

総
養
老
の
滝
（
粟
又
の
滝
）
に
到

着
。
滝
壺
は
広
く
大
き
い
。 

 

１
１
時
３
分
、
滝
の
前
の
飛
び

石
を
渡
る
。
こ
の
辺
り
で
昼
食
だ

が
、
ま
ず
は
渓
谷
を
沢
に
沿
っ
て

ハ
イ
キ
ン
グ
だ
。
沢
が
緩
や
か
に

下
る
の
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
の

ん
び
り
と
歩
い
て
ゆ
く
。
岩
盤
の

広
い
石
の
上
を
の
ん
び
り
滑
る

よ
う
に
進
む
川
は
不
思
議
な
感

じ
だ
。
渓
谷
の
両
側
は
ほ
ぼ
垂
直

の
岩
が
切
り
立
っ
て
い
る
が
、
斜

め
に
曲
が
っ
た
地
層
が
は
っ
き

り
と
わ
か
り
、
地
球
の
不
思
議
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
１
１
時
１
３
分
、
千
代
の
滝
。

水
量
が
少
な
く
、
看
板
が
な
け
れ

ば
滝
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
だ
。 

 

１
１
時
１
６
分
、
万
代
の
滝
。

こ
れ
は
な
か
な
か
立
派
な
滝
だ
。

左
側
少
し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

位
置
し
て
い
る
。
滑
り
や
す
い
岩

に
気
を
つ
け
な
が
ら
少
し
近
く

ま
で
行
っ
て
み
る
。
こ
こ
で
休
憩

も
い
い
だ
ろ
う
。
右
側
の
流
れ
は

引
き
続
き
緩
や
か
で
心
が
穏
や

か
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

１
１
時
２
０
分
、
粟
又
の
滝
か

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ３月１９日（日）JR中央線東京駅 

５：４４発 快速高尾行き（前から３両目） 

途中駅発  神田 5：46 御茶ノ水 5：48 

四ツ谷 5：53 新宿(１２番線)5：59 

 

立川 6：31（青梅線乗り換え） 

6：35青梅行き 青梅 7：06着 7：07発 

奥多摩 7：46着 

（バス乗り換え）8：00発 蜂谷行  

奥多摩湖 8：15着 
 

交通費 東京～奥多摩  片道 1,265円 

奥多摩～奥多摩湖 片道 360円 

３
月
１
９
日
（
日
）
奥
多
摩
・
御
前
山
（
１
，
４
０
５
ｍ
）・

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
約
４
時
間
半 

（
上
り
２
時
間
４
０
分
、
下
り
１
時
間
５
０
分
） 

 

奥
多
摩
駅
か
ら
バ
ス
で
奥
多
摩
湖
ま
で
、
ダ
ム
の
堰
堤
を

渡
っ
て
山
道
に
入
り
ま
す
。
御
前
山
山
頂
か
ら
北
に
境
橋
バ

ス
停
に
下
り
ま
す
。
境
橋
バ
ス
停
か
ら
バ
ス
で
奥
多
摩
駅
に

向
か
い
ま
す
。 

  

〇
持
ち
物 

昼
食
、
カ
ッ
プ
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
マ
ス
ク

（
予
備
マ
ス
ク
）、
傘
、
雨
具
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険

証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

３
月
１
７
日
（
金
） 

 

収支 

繰越          22085 円 

収入                   

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代    200 円 

現在高          21385 円 
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ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と
い
う
銘
板
が
遊
歩
道

の
真
ん
中
に
あ
る
。 

 

１
１
時
３
０
分
、
滝
か
ら
１
０
０
０
ⅿ
地
点

を
通
過
。
そ
の
先
に
、
バ
リ
ケ
ー
ド
が
あ
り
、

倒
木
の
為
通
行
止
め
と
あ
る
。
無
理
を
す
れ
ば

通
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
こ
こ

で
Ｕ
タ
ー
ン
。
来
た
道
を
戻
る
。
も
う
一
度
上

り
で
滝
の
緩
や
か
さ
を
堪
能
す
る
。 

 

粟
又
の
滝
前
の
岩
陰
の
岩
場
で
、
風
を
避
け

て
昼
食
会
場
を
設
営
す
る
。
岩
岳
さ
ん
を
追
悼

す
る
場
所
を
設
け
て
写
真
や
お
酒
な
ど
を
並

べ
る
。 

岩
岳
さ
ん
は
１
月
の
１
１
日
に
亡
く
な
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
写
真
の
前
で
献
杯

を
し
て
岩
岳
さ
ん
を
囲
む
よ
う
に
昔
話
を
し

た
。
首
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
ぶ
ら
下
げ

て
「
ペ
ー
パ
ー
い
ら
ん
か
ね
～
」
と
か
言
っ
て

い
た
お
ど
け
た
姿
を
思
い
出
し
た
。
天
ぷ
ら
の

時
は
自
宅
の
美
味
し
い
タ
ラ
の
芽
を
持
っ
て

き
て
く
れ
た
り
し
て
い
た
。
も
う
少
し
一
緒
に

過
ご
し
た
か
っ
た
。
亡
く
な
る
に
は
早
す
ぎ
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

 

渓
谷
の
上
の
方
は
ゴ
ー
ゴ
ー
と
強
い
風
が

吹
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
滝
の
前
は
岩
陰
に
守

ら
れ
て
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
か
っ
た
。 

 
大
鍋
で
油
あ
げ
と
春
菊
、
舞
茸
の
味
噌
汁
を

作
る
。
メ
イ
ン
シ
ー
ト
の
上
は
持
ち
寄
り
の
美

味
し
い
総
菜
が
並
ぶ
。
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
ウ

イ
ス
キ
ー
、
梅
酒
な
ど
が
並
ん
で
い
て
豪
華
だ
。

岩
岳
さ
ん
も
良
く
日
本
酒
を
持
参
し
て
く
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

 

１
時
５
５
分
、
集
合
写
真
を
撮
り
、
出
発
。

滝
の
左
横
の
少
し
急
な
階
段
を
上
っ
て
ゆ
く
。

横
か
ら
そ
し
て
上
か
ら
見
る
滝
は
趣
が
違
う
。 

 

滝
の
上
部
に
到
着
し
岩
の
上
か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
岩
に
お
風
呂
の
よ
う
な
大
き

な
穴
が
あ
る
。
中
の
石
が
渦
巻
い
て
穴
を
大
き

く
さ
せ
て
い
る
ら
し
い
。 

 

２
時
２
０
分
頃
。
滝
上
の
バ
ス
停
着
。
こ
こ 

 

で
一
応
解
散
。
バ
ス
で
お
帰
り
に
な
る
方
と
こ

こ
で
お
別
れ
。 

 

温
泉
組
は
駅
と
反
対
方
向
に
歩
い
て
ゆ
く
。

バ
ス
通
り
を
１
０
分
ほ
ど
で
「
ご
り
や
く
の
湯
」

に
到
着
。
内
湯
、
露
天
風
呂
に
サ
ウ
ナ
ま
で
つ

い
て
１
１
０
０
円
。
お
湯
は
肌
に
ま
と
わ
り
つ

く
よ
う
に
ぬ
め
り
が
あ
り
と
て
も
気
持
ち
が

い
い
。
内
湯
で
暖
ま
り
、
露
天
で
風
を
感
じ
て
、

サ
ウ
ナ
で
引
き
締
め
る
と
い
う
豪
華
な
温
泉

三
昧
を
楽
し
ん
だ
。
湯
上
り
後
は
畳
敷
き
の
食

堂
で
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
。 

 

５
時
過
ぎ
に
タ
ク
シ
ー
を
予
約
。
到
着
し
た

の
は
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
だ
っ
た
。
快
適
に
養
老

傾
向
駅
に
到
着
。 
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